
口絵５ 蔣藹「倣董源山水図」（1664 年、黒川古文化研究所）



口絵６ 主山の上半



口絵７ 雲煙に霞む小樹



口絵８ 主山の下段

口絵９ 建造物



口絵１０ 雲煙に霞む小樹（細部）

口絵１１ 橋と舟



口絵１２ 前景の樹叢

口絵１３ 落款
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董
其
昌
、
字
は
思
白
、
玄
宰
と
号
す
、
華
亭
の
人
。
進
士
よ
り
官
は
大
宗
伯
・

晋
宮
保
に
至
り
、
文
敏
と
謚
せ
ら
る
。
詩
文
に
容
台
集
有
り
、
書
法
を
以
て
海

內
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
画
山
水
は
北
苑
・
巨
然
を
宗
と
し
、
秀
潤
蒼
鬱
、
超
然
と

し
て
塵
を
出
づ
。
自
ら
謂
へ
ら
く
画
を
好
む
は
因
る
有
り
、
其
の
曾
祖
母
乃
ち

高
尚
書
克
恭
の
雲
孫
女
に
し
て
、
由
来
す
る
所
の
者
は
自
る
も
の
有
り
。

陳
継
儒
、
字
は
仲
醇
、
眉
公
と
号
す
、
華
亭
の
人
。
諸
生
を
謝
し
て
高
隠
し
、

屢
し
ば
徴
さ
る
る
も
就
か
ず
。
詩
文
に
晚
香
堂
・
白
石
山
房
稿
有
り
。
画
山
水

は
渉
筆
草
草
と
し
て
、蒼
老
秀
逸
、呉
下
の
画
師
の
恬
俗
の
魔
境
に
落
ち
ず
。（
徐

沁
『
明
画
録
』
巻
四
））

26
（

宋
旭
、
字
は
初
暘
、
崇
徳
の
人
。
石
門
に
家
す
。
詩
を
善
く
し
、
八
分
書
に
工

み
に
し
て
、
画
く
所
の
山
水
、
高
華
蒼
蔚
、
名
は
一
時
に
擅
に
す
。
遊
寓
し

て
多
く
精
舎
に
居
り
、
禅
燈
孤
榻
、
世 

髪
僧
を
以
て
之
を
高
（
と
う
と
）
ぶ
。

白
雀
寺
壁
を
絵
き
、
時
に
妙
絶
と
称
さ
る
。
年
八
十
、
無
疾
に
し
て
逝
く
。

顧
正
誼
、
字
は
仲
方
、
晚
に
亭
林
と
号
す
、
華
亭
の
人
。
参
政
中
立
の
子
な
り
。

太
学
生
を
以
て
中
舍
に
官
た
り
。
詩
を
能
く
し
、
画
山
水
は
初
め
馬
文
璧
を
学

び
、
後
に
元
季
大
家
に
出
入
し
、
酷
似
せ
ざ
る
は
無
く
、
而
れ
ど
も
子
久
に
於

い
て
尤
も
力
を
得
た
り
と
為
す
。
宋
旭
・
孫
克
宏
と
友
善
に
し
て
、
窮
め
て
旨

趣
を
探
り
、遂
に
華
亭
一
派
を
成
す
。
子
の
慶
恩
、亦
た
能
く
家
法
を
伝
ふ
。（
徐

沁
『
明
画
録
』
巻
四
））
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宋
懋
晋
、
字
は
明
之
、
華
亭
の
人
。
詩
を
善
く
し
、
画
山
水
は
宋
旭
に
従
ひ
て

業
を
受
か
り
、
参
ず
る
に
宋
元
の
遺
法
を
以
て
し
、
自
ら
一
家
を
成
す
。
画
学

に
深
く
、
丘
壑
を
富
有
し
、
仙
山
樓
閣
の
属
の
若
き
は
、
経
営
位
置
、
能
く
過

ぐ
る
も
の
莫
し
。
題
跋
尤
も
奕
奕
と
し
て
風
度
有
り
。

趙
左
、
字
は
文
度
、
華
亭
の
人
。
其
の
山
水
は
宋
懋
晋
と
同
に
宋
旭
に
学
び
、

懋
晋
は
揮
灑
自
得
し
、
而
れ
ど
も
左
は
惜
墨
構
思
、
軽
く
涉
筆
せ
ず
。
其
の
画

は
董
源
を
宗
と
し
、
兼
ね
て
黄
倪
両
家
の
勝
を
得
。
雲
山
一
派
、
能
く
己
の
意

を
以
て
之
を
発
し
、
米
に
似
て
米
に
非
ざ
る
の
妙
有
り
。
神
韻
逸
発
、
士
林
の

珍
と
す
る
所
と
為
る
。
嘉
興
の
陳
廉
、
其
の
高
足
な
り
。

呉
振
、
字
は
振
之
、
竹
嶼
と
号
す
、
華
亭
の
人
。
山
水
に
工
み
に
し
て
、
筆
墨

秀
潤
、
一
時
気
韻
を
以
て
董
文
敏
の
賞
鑑
す
る
所
の
者
と
為
る
は
、
惟
だ
振
と

趙
左
と
の
み
。
子
の
昌
、
字
は
昌
伯
、
亦
た
画
を
能
く
す
。

沈
士
充
、
字
は
子
居
、
華
亭
の
人
。
画
く
所
の
山
水
は
宋
懋
晋
の
門
に
出
で
、

兼
ね
て
趙
左
を
師
と
し
、
清
蔚
蒼
古
、
運
筆
流
暢
、
格
韻
兼
ね
て
勝
る
。

蔣
藹
、
字
は
志
和
、
華
亭
の
人
。
画
山
水
は
沈
士
充
に
学
び
、
蒼
勁
之
に
似
る
。

多
く
渴
筆
を
用
ひ
、
唐
宋
に
規

し
、
皆
な
能
く
神
合
す
。
嘗
て
言
は
く
、
画

家
は
一
に
人
品
の
高
き
を
要
し
、
二
に
古
に
師
法
す
る
を
要
す
と
。
蓋
し
自
況

し
て
云
ふ
な
ら
ん
。

李
紹
箕
、
字
は
懋
承
、
華
亭
の
人
。
顧
正
誼
の
婿
。
詩
に
工
み
に
し
て
、
太
学

生
を
以
て
都
昌
主
簿
に
仕
す
。
画
く
所
の
山
水
は
婦
翁
を
師
と
し
、
便
ち
能
く

爽
を
競
ひ
、
山
川
の
勝
を
渉
歴
し
、
運
筆
益
ま
す
蒼
た
り
。
年
八
十
餘
に
し
て
、

猶
ほ
揮
灑
し
て
倦
ま
ず
。

顧
懿
徳
、
字
は
原
之
、
華
亭
の
人
。
正
誼
の
姪
。
画
山
水
は
王
黄
鶴
に
法
り
、

行
筆
秀
潔
、
丘
壑
の
間
、
一
点
の
塵
無
く
、
甚
だ
自
ら
珍
惜
す
。
子
の
善
有
、

亦
た
家
法
を
得
。

顧
胤
光
、
字
は
闇
生
、
寄
園
と
号
す
。
亦
た
正
誼
の
姪
な
り
。
万
暦
の
間
郷
に

挙
し
、
詩
に
工
み
に
し
て
、
書
法
を
善
く
す
。
画
く
所
の
山
水
は
雲
林
に
倣
ひ
、

運
筆
は
蕭
疏
秀
逸
、
饒
か
に
気
韻
有
り
。

董
孝
初
、
字
は
仁
常
、
華
亭
の
人
。
少
く
し
て
書
を
能
く
し
、
諸
生
と
為
り
、

後
遂
に
棄
て
て
去
る
。
画
く
所
の
山
水
、
筆
致
簡
遠
、
時
に
推
尚
せ
ら
る
。（
徐

沁
『
明
画
録
』
巻
四
））
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顧
正
誼
、
字
は
仲
方
、
松
江
の
人
。
中
書
舎
人
。
画
を
作
る
は
初
め
馬
文
璧
を

学
び
、
而
し
て
梅
道
人
及
び
黄
子
久
に
於
い
て
、
其
の
精
蘊
を
得
ざ
る
こ
と
無



し
。
同
郡
の
董
宗
伯
思
白
、
仲
方
の
画
に
於
て
、
師
資
す
る
所
を
多
し
と
す
。

其
の
長
安
に
遊
ぶ
に
、
四
方
の
士
大
夫
の
求
む
る
者
踵
接
し
、
其
の
灑
翰
を
得

れ
ば
、
拱
璧
を
獲
る
が
如
し
。
子
の
元
慶
、
其
の
家
学
に
踵
し
、
能
く
精
工
を

以
て
其
の
古
雅
を
佐
け
、
声 

藝
苑
に
有
り
。

趙
左
、
字
は
文
度
、
雲
間
の
人
。
画
は
董
北
苑
・
黄
子
久
・
倪
雲
林
に
法
り
、

超
然
玄
遠
た
り
。
董
思
白
と
翰
墨
の
友
為
り
て
、
流
伝
の
董
蹟
、
頗
る
文
度
の

手
に
出
づ
る
者
有
り
。
両
君
藝
苑
に
頡
頏
す
る
は
、政
に
猶
ほ
魯
衛
の
ご
と
し
。

董
画
に
し
て
而
れ
ど
も
文
度
に
出
づ
る
が
若
き
は
、
縦
ひ
床
頭
捉
刀
の
人
に
非

ざ
れ
ど
も
、亦
た
所
謂
る
王
を
買
ひ
て
羊
を
得
る
な
り
。（
姜
紹
書『
無
声
詩
史
』

巻
四
））

42
（

玄
宰
門
下
の
士
、
則
ち
呉
楚
侯
有
り
。
楚
侯 

名
は
翹
、
後
名
を
易
に
改
む
。

能
書
を
以
て
薦
め
ら
れ
、
中
翰
を
授
か
り
、
諸
生
為
り
し
時
、
思
翁 

頗
る
之

を
払
拭
し
、
書
は
入
室
の
弟
子
を
称
す
。
崇
禎
癸
酉
、
余 

燕
都
に
遊
ぶ
に
、

適
た
ま
思
翁 

宮
詹
の
召
に
応
ず
、
年
八
十
餘
な
り
。
政
務
の
間
簡
に
し
て
、

端
居
し
て
暇
多
し
。
余 

時
に
過
従
し
、
而
し
て
楚
侯 

恒
に
坐
隅
に
在
り
。
長

安
の
士
紳
、
公
の
翰
墨
を
祈
請
す
る
こ
と
虚
日
無
く
、
素
師
の
鉄
門
限
に
異
な

ら
ず
。
公 

酬
応
に
倦
め
ば
、
則
ち
楚
侯
に
倩
ひ
て
代
は
り
て
之
を
為
ら
し
め
、

仍
り
て
面
授
す
。
求
む
る
者 

各
お
の
満
志
し
て
以
て
去
る
。
楚
侯
の
寓
、
堆

積
す
る
綾
素
、
更
に
宗
伯
の
架
上
よ
り
も
多
し
。（
姜
紹
書
『
韻
石
斎
筆
談
』

巻
下
「
書
家
餘
派
」））
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呉
振
、
字
は
元
振
、
竹
嶼
と
号
す
、
華
亭
の
人
。
写
山
水
は
黄
子
久
・
董
北
苑
・

倪
雲
林
の
数
家
を
宗
と
し
、
而
れ
ど
も
子
久
の
筆
意
に
於
て
、
尤
も
擅
長
す
る

所
な
り
。
予 

其
の
倣
浮
嵐
暖
翠
等
の
幅
を
見
る
に
、
皴
染
淹
潤
、
能
く
韻
を

筆
墨
の
外
に
取
り
、
真
に
士
流
の
作
な
り
。
雲
間
の
絵
事
、
董
宗
伯
思
白 

文

人
の
為
に
幢
を
建
て
し
よ
り
、
是
に
於
て
雅
を
崇
ぶ
の
士
、
競
い
て
秀
逸
に
趨

く
も
、
第
だ
跡
を
躡
（
お
）
へ
ば
則
ち
膚
浅
に
渉
る
。
竹
嶼
の
若
き
者
、
雲
間



の
正
派
に
接
す
る
者
と
謂
ふ
可
し
。
其
の
子
昌
、
字
は
昌
之
、
亦
た
能
く
其
の

家
学
を
伝
ふ
。

沈
士
充
、
字
は
子
居
、
松
江
の
人
。
写
山
水
は
丘
壑
蒨
葱
、
皴
染
淹
潤
な
り
。

雲
間
の
画
派
、
子
居
其
の
正
伝
を
得
。（
姜
紹
書
『
無
声
詩
史
』
巻
四
））
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① 

趙
左
以
下
の
師
系
。『
図
絵
宝
鑑
続
纂
』
の
「
蘇
松
派
」、『
読
画
録
』
の
「
松

江
派
」に
相
当
し
、『
無
声
詩
史
』の
呉
振
・
沈
士
充
を
中
堅
と
す
る「
雲
間
正
派
」

も
事
実
上
は
同
じ
集
団
を
い
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
董
其
昌
は
こ
の
派
の
成

立
に
不
可
欠
な
指
導
者
だ
が
、
派
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
二
派
説
の
い
う

職
業
画
家
系
と
概
ね
一
致
す
る
。

② 

顧
正
誼
の
世
代
以
下
の
広
義
的
総
称
。『
明
画
録
』
の
「
華
亭
一
派
」
に

相
当
し
、
一
派
説
の
い
う
「
松
江
派
」
と
一
致
す
る
。



第
二
章
　
蔣
藹
の
活
躍
年
代

蔣
藹
、
字
は
志
和
、
華
亭
の
人
。
画
山
水
は
沈
士
充
に
学
び
、
蒼
勁
之
に
似
る
。

多
く
渴
筆
を
用
ひ
、
唐
宋
に
規

し
、
皆
な
能
く
神
合
す
。
嘗
て
言
は
く
、
画

家
は
一
に
人
品
の
高
き
を
要
し
、
二
に
古
に
師
法
す
る
を
要
す
と
。
蓋
し
自

況
し
て
云
ふ
な
ら
ん
。（
嘗
て
其
の
画
を
見
る
に
、
虞
山
蔣
靄
と
題
す
、
此
に

華
亭
と
云
ひ
、
靄
を
藹
に
作
る
は
、
当
に
之
を
考
ふ
べ
し
。）（『
明
畫
錄
』
巻

四
））

51
（蔣

志
和
、
啓
禎
の
時
の
人
。
陳
継
儒 

其
の
画
巻
に
題
し
て
云
は
く
、
唐
宋
元

の
名
家
よ
り
、
皆
な
其
の
精
微
を
撮
り
、
毫
端
に
染
め
、
豈
に
惟
だ
気
時
流
を

吞
む
の
み
な
ら
ん
や
。
即
ち
董
宗
伯
其
昌 

之
を
見
、
幾
ん
ど
衛
夫
人
の
嘆
を

下
さ
ん
と
す
。（『
佩
文
斎
書
画
譜
』
巻
五
十
八
））
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吾
が
松
の
画
道
、
勝
国
の
時
の

渓
曹
雲
西
及
び
張
子
正
・
朱
寿
之
の
後
よ

り
、
復
た
と
嗣
響
無
し
。
邇
年
眼
目
一
正
し
、
呉
門
の
習
気
に
落
ち
ず
、
則
ち

予 

董
巨
を
拈
出
し
て
よ
り
、
遂
に
数
家
有
り
、
趙
文
度
・
沈
子
居 

巨
擘
と
為

る
。
子
居 

尤
も
善
く
長
巻
を
作
り
、
予
の
見
る
所
二
三
、
惟
だ
此
の
巻
の
み

乃
ち
其
の
高
足
蔣
志
和
に
贈
る
。
志
和
の
画
品
、
故
よ
り
能
妙
に
属
す
、
子
居 

授
く
る
に
衣
鉢
練
裙
を
以
て
し
、
家
風
を
漏
泄
す
る
を
惜
し
ま
ず
、
所
謂
殉
知

の
合
な
り
。
徐
壻
復
之 

以
て
相
示
し
、展
巻
の
次
、感
歎
す
る
こ
と
已
む
無
し
。

董
其
昌
題
す
。）

66
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図１　沈士充「長江万里図巻」部分（１６２８年、上海博物館蔵）



画
は
士
気
を
以
て
主
と
為
す
。

吾
郷
の
董
思
翁 

正
印
を
拈
提

せ
し
よ
り
、
文
度
・
子
居
、
同

時
に
同
参
し
、
始
め
文
沈
両
先

生
に
従
ひ
、
直
ち
に
元
四
大
家

に
遡
り
、
以
て
荆
関
董
巨
に

及
び
、
皆
な
李
営
丘
を
以
て

師
と
為
す
。
営
丘
は
盧
鴻
乙

を
以
て
師
と
為
し
、
此
れ
士

気
派
な
り
。
獅
子
の
一
滴
乳
、

散
じ
て
諸
名
家
と
為
る
。
今

蔣
志
和 

子
居
の
宗
風
に
直
接

し
、
而
し
て
超
乗
し
て
上
り
、

出
藍
寒
氷
、
大
い
に
思
翁
の

賞
す
る
所
と
為
る
。
是
の
巻

を
諦
観
す
れ
ば
、
逗
漏
し
て

餘
す
こ
と
無
き
は
、
独
り
作

家
の
相
見
な
る
の
み
に
非
ず
、

所
謂
る
智
師
よ
り
も
過
ぎ
、
乃

（
は
じ
）
め
て
伝
授
に
堪
ふ
る

な
り
。
子
居
筆
頭
に
眼
有
る

も
虚
な
ら
ず
。
陳
継
儒 

頑
仙

廬
中
に
題
す
。）

68
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雲
間
の
画
道
、
宗
伯
を
以
て
北
苑
と
為
し
、
便
ち
趙
沈
を
以
て
黄
王
と
為
す
。

南
宗
一
派
、
大
い
に
功
徳
有
る
も
、
嗣
後
宗
風
幾
ん
ど
危
ふ
く
、
一
燈
滅
せ

ん
と
欲
す
る
も
、
志
和
を
得
て
之
を
振
起
す
。
此
の
巻 

是
れ
其
の
伝
衣
な
り
。

余 

固
よ
り
上
に
芝
草
有
れ
ば
、
下
に
丹
砂
有
る
を
知
る
。
丁
丑
十
月
、
楊
文

識
す
。）
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図 2　沈士充「長江万里図巻」董其昌跋



画
学
は
雲
間
を
以
て
第
一
と
為
し
、志
和
又
た
雲
間
の
第
一
為
り
。
片
楮
寸
縑
、

人
争
ひ
て
之
を
宝
と
し
、
遠
近
購
ふ
者
、
雞
林
の
元
白
の
詩
に
於
く
る
が
如
し
。

志
和
は
沈
子
居
を
師
と
す
。
子
居
暦
啓
間
の
名
士
に
し
て
、
常
に
湘
漢
に
客

遊
し
、
万
里
長
江
図
を
作
り
て
以
て
志
和
に
遺
し
、
五
年
に
し
て
後
成
る
。
董

玄
宰
・
陳
眉
公
諸
先
生
其
の
工
妙
を
歎
じ
、
各
お
の
之
が
為
に
跋
せ
り
、
誠

に
近
代
の
宝
な
り
。
丙
戌
夏
、志
和
松
泖
の
西
に
僑
居
し
、時
に
萑
苻
四
起
し
、

尽
く
其
の
貲
を
掠
さ
れ
、
此
の
巻
亦
た
攫
去
せ
ら
る
。
志
和
の
家
蔵
の
珍
玩
、

失
ふ
所
啻
だ
に
千
金
な
ら
ず
、
皆
な
傲
然
と
し
て
以
て
屑
意
せ
ざ
る
も
、
独
り

此
の
巻
に
於
て
咨
嗟
歎
息
し
、
為
に
眠
食
を
廃
す
。
諸
同
人
争
ひ
て
法
書
名

画
を
致
し
、
以
て
其
の
憂
を
解
か
ん
と
す
る
も
、
終
に
得
可
か
ら
ず
。
歳
壬
寅

に
届
き
、
志
和
の
門
人
新
安
の
孫
逢
其
偶
た
ま
呉

に
遊
び
、
人
の
此
の
卷

を
持
ち
て
市
に
鬻
ぐ
も
の
有
る
を
見
、
驚
き
て
曰
く
、
此
れ
吾
が
師
の
故
物
な

り
と
。
値
を
重
ね
て
之
を
購
ひ
、
以
て
志
和
に
帰
す
。
志
和
喜
ぶ
こ
と
知
る

可
き
の
み
。
嗟
乎
、
去
る
者
は
復
た
と
還
ら
ず
、
離
る
る
者
は
復
た
と
合
せ
ず
、

天
下
往
往
に
し
て
然
る
の
み
。況
ん
や
此
の
卷
は
已
に
緑
林
の
得
る
所
と
為
り
、

又
た
展
転
浮
沈
す
る
こ
と
十
有
七
年
、
而
れ
ど
も
楮
墨
恙
無
く
、
諸
名
公
の
題

跋
皆
な
完
好
に
し
て
、
豈
に
藝
林
の
一
異
事
に
非
ず
や
。
然
り
と
雖
も
異
と

す
る
に
足
る
無
し
、
蓋
し
志
和
の
誠
の
感
ず
る
所
な
ら
ん
。
志
和
は
篤
行
の
君

子
に
し
て
、其
の
師
を
哀
れ
み
、故
に
其
の
遺
筆
に
痛
恤
し
、鬼
神
之
を
鑑
み
て
、

乃
ち
謹
み
て
此
の
卷
を
護
り
之
に
帰
し
、
以
て
其
の
意
を
慰
む
。
伝
へ
て
至
誠

物
を
動
か
す
と
曰
ふ
、
徒
だ
に
延
津
・
楽
昌
に
与
す
る
に
非
ず
、
太
平
広
記
中

の
佳
話
と
為
る
。
爰
に
其
の
始
末
を
誌
す
る
こ
と
此
く
の
如
し
。
王
光
承
。）
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図３　沈士充「長江万里図巻」王光承跋　部分





図４　「雲間諸家書画冊」のうち
蔣藹「山水図」（１６３７年、上海博物館）

図５　「明人書画集冊」のうち
蔣藹「倣董源暮山行旅図」（黒川古文化研究所）



図６　蔣藹「雲松疊翠図」（１６５７年）

図７　蔣藹「長松峻壁図」
（１６６３年、北京故宮博物院）



第
三
章
　「
倣
董
源
山
水
図
」
の
描
写
内
容
と
筆
墨
技
法



図８　董其昌「倣董源青弁図」
（１６１７年、クリーヴランド美術館）

図 9　趙左「竹院逢僧図」
（大阪市立美術館）



凡
そ
烟
霧
を
画
く
は
、
內
染
・
外
染
の
分
有
り
。
蓋
し
一
幅
の
中
、
四
五
層
の

屯
鎖
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
定
め
て
三
層
の
断
滅
有
り
。
…
（
中
略
）
…
惟
だ
董

北
苑
の
み
染
を
用
ひ
ず
、而
れ
ど
も
淡
墨
を
用
ひ
樹
石
の
間
に
在
り
て
積
出
し
、

此
れ
生
紙
な
れ
ば
更
に
佳
な
り
。
松
江
派 

多
く
此
の
法
を
用
ふ
。（
唐
志
契『
絵

事
微
言
』「
烟
雲
染
法
」））
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図１０　趙左「寒江草閣図」
（１６１５年、台北故宮博物院）

１３　趙左「雪景山水図」
（静嘉堂文庫美術館）



図１１　呉振「江山無尽図巻」（１６３２年、東京国立博物館）

図１２　蔣藹「千山雲湧図」（１６６８年、石坂コレクション）

図１４　沈士充「郊園十二景図冊」のうち「 閣」（台北故宮博物院）



絶
壁
幽
巖
屋
数
椽
、
千
章
松
檜
自
ら
蒼
然
た
り
。
何
（
い
つ
）
か
当
に
澗
水
衝

き
て
橋
断
た
ん
、
便
ち
塵
中
と
一
天
を
隔
つ
。（
呉
騏
『

頷
集
』））
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第
四
章
　「
倣
董
源
」
の
意
味
す
る
も
の



董
北
苑
　
樹
を
画
く
に
、
都
（
す
べ
）
て
小
樹
を
作
ら
ざ
る
者
有
り
、
秋
山
行

旅
の
如
き
は
是
な
り
。
又
た
小
樹
を
作
る
に
、
但
だ
只
だ
之
を
遠
望
す
れ
ば
樹

に
似
た
る
も
、
其
の
実
は
点
綴
に
憑
り
て
以
て
形
を
成
す
者
有
り
。
余
謂
へ
ら

く
此
れ
即
ち
米
氏
落
茄
の
源
委
な
ら
ん
と
。
蓋
し
小
樹
は
最
も
淋
漓
約
略
を
要

し
、
枝
柯
に
簡
に
し
て
、
而
れ
ど
も
形
影
に
繁
な
り
。

雲
山
は
米
元
章
に
始
ま
ら
ず
。
蓋
し
唐
時
の
王
洽
の
溌
墨
よ
り
、
便
ち
已
に
其

の
意
有
り
。
董
北
苑
好
ん
で
烟
景
を
作
る
、
烟
雲
変
没
、
即
ち
米
画
な
り
。
余 

米
芾
の
瀟
湘
白
雲
図
に
於
て
、
墨
戯
三
昧
を
悟
る
。（『
容
台
別
集
』
巻
四
））
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図１５　（伝）董源「龍宿郊民図」
（董其昌旧蔵、台北故宮博物院）

図１６　范寛「谿山行旅図」
（董其昌題、台北故宮博物院）

図１７　「明人書画集冊」のうち
蔣藹「倣董源暮山行旅図」部分
（黒川古文化研究所）

図１８　「小中現大冊」のうち
「倣李成雪景山水図」

（董其昌対題、台北故宮博物院）



巨
然 

北
苑
を
学
び
、
元
章 

北
苑
を
学
び
、
黄
子
久 

北
苑
を
学
び
、
倪
迂
北
苑

を
学
ぶ
。
一
北
苑
な
る
の
み
。
而
れ
ど
も
各
々
相
ひ
似
ず
。
他
人 

之
を
為
れ
ば
、

臨
本
と
同
じ
な
ら
ん
。
之
の
若
く
ん
ば
何
ぞ
能
く
世
に
伝
は
ら
ん
や
。（『
容
台

別
集
』
巻
四
）（

9
3
）



文
人
の
画
、
王
右
丞
よ
り
始
ま
る
。
其
の
後
董
源
・
巨
然
・
李
成
・
范

、
嫡

子
と
為
る
。
李
龍
眠
・
王
晋
卿
・
米
南
宮
及
び
虎
児
、
皆
な
董
巨
よ
り
得
来
る
。

直
ち
に
元
四
大
家
、
黄
子
久
・
王
叔
明
・
倪
元
鎮
・
呉
仲
圭
に
至
り
、
皆
な
其

の
正
伝
た
り
。（『
容
台
別
集
』
巻
四
））
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江
南
中
主
の
時
、
北
苑
使
董
源
有
り
、
画
を
善
く
す
。
尤
も
秋
嵐
遠
景
に
工
み
に

し
て
、
多
く
江
南
の
真
山
を
写
し
、
奇
峭
の
筆
を
為
ら
ず
。
其
の
後
建
業
の
僧
巨

然 

源
の
法
を
祖
述
し
、
皆
な
妙
理
に
臻
る
。
大
体
源
及
び
巨
然
の
画
筆
、
皆
な

宜
し
く
遠
観
す
べ
し
。
其
の
用
筆
甚
だ
草
草
と
し
て
、
之
を
近
視
す
れ
ば
幾
ん
ど

物
象
に
類
さ
ず
、
遠
観
す
れ
ば
則
ち
景
物
粲
然
と
し
て
、
幽
情
遠
思
、
異
境
を
睹

る
が
如
し
。
源
の
画
け
る
落
照
図
の
如
き
は
、
近
視
す
れ
ば
功
無
く
、
遠
観
す
れ

ば
村
落
杳
然
深
遠
た
り
。
悉
く
是
れ
晚
景
に
し
て
、
遠
峰
の
頂
、
宛
も
反
照
の
色

有
る
が
ご
と
し
。
此
れ
妙
処
な
り
。（
沈
括
『
夢
谿
筆
談
』
巻
十
七
「
書
画
」））
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結
び
　
清
初
の
松
江
画
壇
と
そ
の
評
価

顧
昉
、
字
は
若
周
、
華
亭
の
人
。
山
水
に
工
み
に
し
て
、
董
巨
及
び
元
四
家

を
師
と
し
、
骨
気
清
雋
に
し
て
而
れ
ど
も
高
厚
な
り
、
所
謂
筆
有
り
墨
有
る

者
に
し
て
、
洵
に
画
学
の
正
宗
嫡
派
為
り
。
嘗
て
徐
凝
廬
山
詩
意
図
を
写
す

に
、
王
石
谷 

跋
し
て
云
は
く
、
…
（
中
略
）
…
白
苧
村
桑
者
曰
く
、
華
亭
は

董
文
敏
よ
り
、
筆
墨
の
精
微
を
析
し
、
宋
元
の
同
異
を
究
め
、
六
法
周
行
す
る



は
、
実
に
是
に
在
り
。
其
の
後
士
人
争
ひ
て
之
を
慕
ひ
、
故
に
華
亭
一
派
、
首

に
藝
苑
に
推
さ
る
。
第
だ
其
の
心
目
文
敏
の
圧
す
る
所
と
為
り
、
点
擬
払
規
、

惟
だ
之
を
失
ふ
を
恐
れ
、
奚
ぞ
復
た
古
に
求
む
る
に
暇
あ
ら
ん
や
。
是
れ
よ
り

其
の
皮
毛
を
襲
ひ
、
其
の
精
髓
を
遺
し
、
流
れ
て
習
気
と
為
る
。（『
国
朝
画
徴

録
』
巻
中
））
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図１９　顧大申「松磯独釣図」
（東京国立博物館）

図２０　侯梅「谿山春暁図」
（１７１９年、京都市立
芸術大学芸術資料館）



図２１　張洽「江山無尽図巻」（１７９４年、京都市立芸術大学芸術資料館）



図２２　高久靄厓「倣蔣藹山水図」
（東京国立博物館）

図２３　蔣藹「山水図」
（増山雪斎旧蔵、売立目録『当市某家所蔵品入札』（東京美術倶楽部、
大正九年十月十一日）に掲載、画像は東京文化財研究所から提供）

図２４　蔣藹「岩泉仙侶図」
（１６６８年、山東省博物館）
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